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非開示希望申出書別添の書類と一緒にステープラー（ホチキス）で留める。






□



し

【１】別添の書類について、非開示を希望します。
（次のいずれかにチェックを入れてください。）
□ 一部（マーカー等で色付けした部分）　　　　 □ 全部
【２】非開示を希望する理由は、以下のとおりです
（該当項目にチェックを入れてください。）。
□ 　子供（未成年者）の利益を害するおそれがある。
□ 　自分や第三者の私生活や仕事の平穏を害するおそれがある。
□ 　自分や第三者の私生活上の重大な秘密が明らかにされることにより、社会生活を営むのに著しい支障を生じたり、名誉を著しく害するおそれがある。
□　　その他、特別の事情がある。
【３】上記【２】の具体的な理由は以下のとおりです。
他方当事者に非開示を希望する情報を知られることにより、
□他方当事者が押しかけてくるおそれがある。
　　　　□他方当事者に付きまとわれるおそれがある。
　　　　□電話を頻繁にしてくるおそれがある。
　　　　□その他（上記にあてはまらない場合は、下記に記載する）

令和　　年　　月　　日
　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　印
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
＊　裁判所に書面を提出する場合には、まず、他方当事者に知られたくないことは書かないか、または、非開示希望部分をマスキングして提出することを検討してください。
＊　他方当事者に非開示を希望する情報が記載された書類をマスキングせずに提出しなければならない場合に、本書面を同書類の上にステープラー（ホチキスなど）で留め、一体化した状態で提出してください（非開示希望部分をマスキングして提出する場合、本書面は不要です。）
　　＊　非開示を希望する書類に本書面が一体として添付されていない場合は、非開示希望がないものとして取り扱われます。
＊　裁判所は、上記【２】【３】の記載内容を参考に、開示の可否を判断しますが、非開示を希望しても、裁判官の判断により、他方当事者へ開示される場合があります。
＊　本書面自体も閲覧やコピーの対象となりますので、本書面には、非開示を希望する情報を直接記載しないようにしてください。



